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2000年度島津賞の候補者推薦要領および研究開発助成の募集

　標記の賞・助成は島津科学技術振興財団が運営して

いるものです．興味のある方は以下の要領で推薦・応

募して下さい．

1．島津賞
（1）表彰の対象

　　科学技術，主として科学計測およびその周辺の領

　　域における基礎的な研究において，近年著しい成

　　果をあげた功労者

（2）表彰の内容

　　賞状，賞牌，副賞賞金300万円

（3）表彰件数

　　1件

　この賞の応募には学会の推薦が必要です．日本気象

学会では，7月ごろに「学会外各賞候補者推薦委員会」

を開催して推薦候補者を選考する予定です．その際の

参考にするため，推薦するにふさわしい方をご存じで

したら，簡単な推薦理由を添えて2000年6月末までに

日本気象学会（右記連絡先）あてお知らせ下さい．

2．島津科学技術振興財団研究開発助成

（1）助成の対象

　　科学技術，主として科学計測およびその周辺の領

　　域における基礎的な研究

（2）応募の資格

　　原則として，国内の研究機関に所属する45歳以下

　　の新進気鋭の日本人研究者

（3）助成金額

　　総額1200万円，1件につき200万円以下

　　この助成の応募には学会の推薦は必要ありませ

　　空．

　詳しい応募要領や応募用紙は日本気象学会（下記）

にありますので，各自で書類を入手の上，財団に直接

送付して下さい（2000年9月30日必着）．

12

　　　　　　　　　　　記

連絡先：〒100－0004東京都千代田区大手町1－3－4

　　　　　　　　　気象庁内　日本気象学会

　　　　　　　　　学会外各賞候補者推薦委員会

付記：推薦用紙は下記ホームページからダウンロード

　　　できます．

　　　http：／／www．shimadzu．cojp／SSF

“天気”47．4．


